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原子力発電所事故で放出された
放射性セシウムの森林内の分布を明らかに

要　旨
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森林の放射性セシウム汚染
東京電力福島第一原子力発電所の事故によって放出さ
れた放射性物質によって、周辺の森林は広く汚染されま
した。放出された放射性セシウムの半減期（半分の量に
なるまでの時間）はセシウム134が２年、セシウム137
は30年と長いため、汚染は長期間続くと予想されます。
実際、チェルノブイリ周辺では今でも放射性物質が検出
されていますが、土壌の性質や樹木の種類、気候条件な
どによって放射性セシウムの動態は異なるといわれてい
ます。そこで福島県の現状を把握するため、原子力発電
所からの距離の異なる３カ所の森林で放射性セシウムの
分布を調査しました。

原発からの距離や種類による汚染レベル
平成23年8月から9月にかけて福島県の川内村、大玉
村、只見町のスギ林に調査地を設けました。大玉村では、
スギ林のほかアカマツ林、落葉広葉樹林でも調査し、樹
類による違いを比較しました。（図Ⅰ、写真１）。川内村、
大玉村、只見町の空間線量率（高さ１m）は、それぞれ毎
時3.3、0.3、0.1マイクロシーベルトと原発に近いほど線
量率は高く、これと比例し、スギ林の葉や土壌などの放
射性セシウム濃度も空間線量率が高いほど高くなってい
ました。
樹種の違いを見ると、スギやアカマツ林では葉の放射
性セシウム濃度が高く、ついで枝、樹皮の順で、幹材部（木
材内部の辺材と心材）は非常に低濃度でした（図２）。一
方、落葉広葉樹林では葉の放射性セシウム濃度は1kgあ
たり600ベクレルとスギやアカマツの10分の1以下でし
たが、落葉層の濃度はスギやアカマツよりも高い状態で
した。落葉層はいずれの森林も高濃度でしたが、その下

の深さ5 cmまでの表層土壌は落葉層の10分の1程度に
なり、さらに深い部分は非常に低濃度でした。

森林内部の放射性セシウムの分布
樹木の大きさを推定し、森林内に蓄積している放射性
セシウムの分布を求めました。スギ林では葉や枝等の樹
木に全体の半分があり、落葉層と土壌に残りの半分が分
布していました。一方、事故当時に葉が付いていなかった
落葉広葉樹林は落葉層に放射性セシウムが最も多く分布
していました（図３）。事故のあった3月には、常緑樹で
あるスギやアカマツには葉が付いていましたが、広葉樹
にはまだ葉が出ていなかったため、放射性セシウムの多く
が落葉層に積もったものと考えられます。常緑針葉樹で
もアカマツはスギに比べて葉量が少ないため、落葉層の
割合が多くなったのでしょう。
このように、森林内の放射性物質の分布は、樹木の種
類によってずいぶんと違うので、森林の放射性セシウム
を除染するにあたっては、分布を考慮して作業を進める
のが効率的です。今後、スギの葉は落葉し、落葉層の有
機物は分解して放射性セシウムは次第に土壌に移行する
と考えられます。また一部の放射性セシウムは樹木に吸
収されるので、森林内の分布は変化するでしょう。長期
的なモニタリングを続けるとともに、分布の変化を考慮し
て、森林の利用や除染を考える必要があります。 

本研究は森林総合研究所交付金プロジェクト「東日本
大震災緊急調査：放射性セシウムの空間分布及び空間変
異メカニズムの解明」の成果です。主要な成果は9月30
日と12月27日に林野庁からプレスリリースされました。

　東京電力福島第一原子力発電所事故による森林の放射能汚染の状況を調査しました。原発
からの距離の異なる３カ所のスギ林を比較すると、空間線量率が高い森林ほど放射性セシウ
ムの汚染レベルは高くなっていました。同じ調査地で樹種の違いを比較すると、常緑樹のス
ギやアカマツでは葉の放射性セシウム濃度が高く、落葉広葉樹の葉は低濃度でした。また、
木材（心材、辺材）は低濃度でした。いずれの森林も落葉層は高濃度でしたが、その下の土
壌は低濃度でした。森林内に蓄積している放射性セシウムの分布割合は、スギ林では全体の
半分が葉と枝にあり、残りの半分は落葉層と土壌にありました。広葉樹林は大半のセシウム
が落葉層や土壌にあり、アカマツ林も落葉層と土壌の分布割合が高くなっていました。樹種
による分布の違いは３月の事故当時の葉の量が関係しているものと考えられます。



 

39

F F P R I

� � � �
�
�

� �
� � �

�
�

�
�

�
�
�

Ϭ ϮϬ ϰϬ ϲϬ

ⴥ

ᯞ

ᶞ⓶

㎶ᮦ

ᚰᮦ

ⴠⴥᒙ

ᅵተ ϬͲ ϱĐŵ

ᅵተ ϱͲϭϬĐŵ

ᅵተϭϬͲϭϱĐŵ

ᅵተϭϱͲϮϬĐŵ

䜰䜹䝬䝒ᯘ Ŭ�Ƌ ŬŐͲϭ

Ϭ ϭϬ ϮϬ ϯϬ ϰϬ

ⴥ

ᯞ

ᶞ⓶

㎶ᮦ

ᚰᮦ

ⴠⴥᒙ

ᅵተ ϬͲ ϱĐŵ

ᅵተ ϱͲϭϬĐŵ

ᅵተϭϬͲϭϱĐŵ

ᅵተϭϱͲϮϬĐŵ

䝇䜼ᯘ Ŭ�Ƌ ŬŐͲϭ

Ϭ ϮϬ ϰϬ ϲϬ

ⴥ

ᯞ

ᶞ⓶

㎶ᮦ

ᚰᮦ

ⴠⴥᒙ

ᅵተ ϬͲ ϱĐŵ

ᅵተ ϱͲϭϬĐŵ

ᅵተϭϬͲϭϱĐŵ

ᅵተϭϱͲϮϬĐŵ

ⴠⴥᗈⴥᶞᯘ Ŭ�Ƌ ŬŐͲϭ

�
�

�

ⴥ

ϯϳй

ᯞ

ϭϭй
ᶞ⓶

ϭй
ᖿᮦ

Ϭй

ⴠⴥ

ᒙ

ϯϯй

ᅵተ

ϭϴй

䝇䜼ᯘ

ⴥ

ϭϴй ᯞ

ϵй
ᶞ

⓶

Ϯй
ᖿᮦ

Ϭй

ⴠⴥ

ᒙ

ϱϬй

ᅵተ

Ϯϭй

䜰䜹䝬䝒ᯘ

ⴥ

ϴй

ᯞ

ϲй ᶞ⓶
Ϯй

ᖿ

ᮦ

Ϭй
ⴠⴥ

ᒙ

ϲϲй

ᅵተ

ϭϴй

ⴠⴥᗈⴥᶞᯘ

��

��ྈぢ�

ᕝෆ�

኱⋢�
⚟ᓥ➨୍ཎⓎ�

図2　大玉試験地のスギ林、アカマツ林、落葉広葉樹林の樹木及び土壌の放射性セシウム濃度

図3　大玉試験地のスギ林、アカマツ林、落葉広葉樹林の放射性セシウムの分布割合
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図１　福島県内の試験地の位置


